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のあとの 1000 年はどうなるんですかね。 
正法、像法、末法の数え方はいろいろあるのです
が、たしかに 1052 年が末法のはじまりであるこ
とが、平安期の浄土思想の基本だったようです。
末法は 1000 年で終わりではなく、あとはずっと
そのままということではなかったでしょうか。少
なくとも弥勒が現れるまでは。 
 
成就法で自分の心臓に三昧耶薩埵がいて、これと
本物の仏（智薩埵）とを同じくすることで、現前
に絶対的な仏があらわれる…というのはわけがわ
からないのですが。そもそも、なぜ自分の心臓に
仏がいるのでしょうか。仏は自分ではなく特別な
存在ではないのでしょうか。 
密教の実践や儀礼を説明していると、たしかに、
荒唐無稽というかわけの分からないことがありま
す。まず、成就法という実践法そのものですが、
たとえば、礼拝や供養を仏像にするのはわかると
思いますが、それは目の前のある偶像にするので
はなく、むしろそこに表されている「本物の仏」
にすること考えるべきことでしょう。密教ではこ
のような「本物の仏」を実際に瞑想の中で、目の
前に生み出すことを考えたようです。その背景に
は仏教が伝統的に持っていた「観仏」や「見仏」
の考え方もあります。三昧耶薩埵と智薩埵ですが、
これはテクニックのようなもので、何もないとこ
ろ仏を生み出すことはむずかしいので、あらかじ
め自分の内部に仏のイメージを作っておくことを
思いついたのでしょう。また、仏教の考え方のひ
とつに「如来蔵」というのがあり、これは文字ど
おり、あらゆるものには如来すなわち仏となる資
質が備わっている（蔵されている）ということで
す。三昧耶薩埵はあくまでも本物の仏を入れるた
めの容器のようなものなので、そこに智薩埵とい
う、仏の智そのものがイメージ化されたものを導
いてきて、合体させることで、仏が実際にそこに
現れることになります。智が重要であるのは、仏
とは悟ったものであり、言いかえれば智をそなえ
たものだからです。（やっぱり、荒唐無稽でよく
わからないかな…） 
